
 
 

 

謹
賀
新
年 

 
平
和
台
の
皆
さ
ん
、
二
〇
一

〇
年
の
輝
か
し
い
新
年
、
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
寒
い
季
節
を
迎
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
！
私
は
昨
年
末

に
届
い
た
喪
中
ハ
ガ
キ
の
数
が

い
つ
も
の
年
よ
り
少
し
多
い
こ

と
や
市
内
を
廻
る
と
近
々
閉
店

す
る
お
店
や
空
き
店
舗
の
数
が

急
に
増
え
た
こ
と
な
ど
が
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
経
済

環
境
下
で
今
春
卒
業
す
る
高
校

生
や
大
学
生
の
就
職
難
も
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
や
、
日

本
を
代
表
す
る
企
業
で
あ
る
日

本
航
空
が
会
社
更
生
法
・
法
的

整
理
に
よ
る
再
建
に
な
る
と
の

報
道
な
ど
、
景
気
の
悪
さ
を
痛

感
し
て
い
る
昨
今
で
す
。 

 

公
約
の
実
行
と
景
気
回
復 
  

昨
年
は
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、

民
主
党
を
中
心
と
し
た
連
立
内

閣
、
鳩
山
政
権
が
誕
生
し
ま
し

た
。
鳩
山
政
権
は
「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
方
針
で
公

共
事
業
を
削
り
、
福
祉
な
ど
国

民
へ
の
直
接
給
付
に
政
策
の
重

点
を
移
行
し
て
い
ま
す
。 

鳩
山
政
権
が
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）
を
守
ろ
う
と
必
死
に
努

力
し
て
い
る
姿
勢
は
認
め
る
も

の
の
、
最
優
先
の
政
策
課
題
で

あ
る
景
気
の
本
格
的
な
回
復
が

遠
の
い
て
し
ま
う
の
は
問
題
で

す
。
政
治
で
重
要
な
こ
と
は
、

有
権
者
で
あ
る
国
民
が
ど
う
感

じ
て
い
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

税
金
の
無
駄
遣
い
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
公
約
に
縛
ら
れ
、

「
削
る
」
だ
け
で
は
日
本
経
済

の
再
建
は
で
き
ま
せ
ん
。
政
権

政
党
の
立
場
か
ら
、
公
約
を
も

う
一
度
見
直
す
必
要
も
あ
る
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

政
権
交
代
で
国
民
の
皆
さ
ん

が
求
め
た
こ
と
は
、
性
急
な
改

革
で
は
な
く
、
国
民
的
な
議
論

を
じ
っ
く
り
と
重
ね
、
将
来
に

向
け
て
日
本
を
支
え
る
屋
台
骨

を
し
っ
か
り
作
る
こ
と
だ
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
我
孫
子
市
の
現
状 

 

私
た
ち
の
街
、
我
孫
子
市
も

国
と
同
様
、
か
つ
て
な
い
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
現
在
、

平
成
二
十
二
年
度
予
算
（
二
十

二
年
四
月
一
日
～
二
十
三
年
三

月
三
十
一
日
）
の
編
成
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は

国
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
地
方

へ
の
財
源
配
分
に
つ
い
て
予
測

で
き
な
い
部
分
も
あ
り
、
予
算

編
成
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
現
在
、
景
気
の
悪

化
に
よ
る
所
得
減
や
団
塊
世
代

の
退
職
な
ど
に
よ
る
個
人
市
民

税
の
減
な
ど
に
よ
り
、
平
成
二

十
一
年
度
と
比
較
し
て
約
五
億

二
千
万
円
の
減
額
、
そ
の
他
、

国
か
ら
の
各
種
交
付
金
等
も
減

額
に
な
る
見
込
み
で
、
歳
入
全

体
で
は
前
年
度
よ
り
、
約
十
億

円
以
上
の
減
額
に
な
る
こ
と
が

確
実
に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
市
民
生
活
に
「
な

く
て
は
困
る
事
業
」
を
実
施
す

る
た
め
に
、「
あ
っ
た
方
が
良
い

事
業
」
は
廃
止
を
含
め
て
経
費

削
減
に
つ
な
が
る
見
直
し
を
、

執
行
部
は
新
年
度
予
算
編
成
で

大
胆
に
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
五
月
に
策
定
さ

れ
た
「
受
益
者
負
担
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
基
に
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
向
け

た
、
行
政
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
大
幅

な
改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
議
会
で
は
そ
の

第
一
弾
と
し
て
、
市
民
農
園
条

例
の
改
正
（
使
用
料
二
倍
に
ア

ッ
プ
）・
ふ
れ
あ
い
工
房
（
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
の
た
め
の
木
工

セ
ン
タ
ー
）
の
利
用
を
無
料
か

ら
有
料
に
変
更
す
る
条
例
案
が

提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
て
い
ま

す
。
来
る
三
月
議
会
で
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
利
用
が
多
い
、
近

隣
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
・
利
用

時
間
帯
の
変
更
等
、
改
定
議
案

が
提
出
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

た
だ
、
受
益
者
負
担
の
見
直

し
を
行
い
、
適
切
な
歳
入
を
見

込
む
こ
と
は
良
い
の
で
す
が
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
に
よ
る

試
算
に
よ
る
と
平
成
二
十
二
年

度
は
約
二
千
万
円
の
歳
入
増
し

か
見
込
め
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

従
っ
て
、
こ
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
打
破
し
て
い
く
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の

推
進
、
実
行
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
執
行
部
と
市
議
会
、

特
に
職
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
危
機
感
を
持
ち
、
我
孫
子

市
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
財

政
状
況
を
正
し
く
認
識
し
、
一

丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
切
り

開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

市
議
会
も
先
頭
に
立
っ
て
、

歳
入
全
般
に
わ
た
る
新
た
な
財

源
の
確
保
策
な
ど
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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坂
の
上
の
雲 

 
昨
年
末
、
多
く
の
日
本
人
の
心
を

動
か
し
た
司
馬
遼
太
郎
の
代
表
作
と

も
い
え
る
「
坂
の
上
の
雲
」
が
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
第
一

部
（
全
五
回
）
と
し
て
放
映
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
毎
回
、
放
映
さ
れ

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
一
人
で

し
た
。
明
治
と
い
う
時
代
に
、
空
に

浮
か
ん
だ
一
点
の
雲
だ
け
を
見
つ
め
、

一
生
懸
命
に
坂
道
を
上
っ
て
い
っ
た

青
春
群
像
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。 

今
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
日
本

は
社
会
構
造
の
変
化
や
価
値
観
の
分

裂
な
ど
一
層
、
混
迷
を
深
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
「
国
と
は
、

家
族
と
は
」
と
新
た
な
価
値
観
を
考

え
る
意
味
で
、
こ
の
ド
ラ
マ
が
と
て

も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
、
あ
の
時

代
の
日
本
人
の
懸
命
な
生
き
方
や
日

本
人
と
し
て
の
意
識
を
取
り
戻
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。 

 ◆
十
二
月
議
会 主

な
議
案
内
容
◆ 

 

①
平
成
二
十
二
年
度
人
件
費
抑
制
措

置
に
伴
う
給
与
の
削
減
条
例 

②
指
定
管
理
者
の
指
定
及
び
指
定
管

理
者
の
指
定
事
項
の
変
更
に
関
す

る
条
例 

③
新
規
就
農
支
援
施
設
用
地
の
購
入

（
財
産
の
取
得
）
に
関
す
る
条
例 

④
市
民
農
園
条
例
の
改
正
（
使
用
料

ア
ッ
プ
） 

⑤
ふ
れ
あ
い
工
房
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
（
無
料
か
ら
有
料

化
へ
）
他
。 

平
成
二
十
二
年
度
収
支
概
算
見
通
し

で
経
常
的
経
費
が
約
五
億
五
千
万
円

不
足
！ 

（
歳
入
で
対
前
年
度
マ
イ
ナ
ス
十
億

五
千
万
円
） 

 

理
由
：
景
気
の
悪
化
に
よ
る
所
得
減

や
団
塊
の
世
代
の
退
職
な
ど
に
よ
る

個
人
市
民
税
の
大
幅
な
減
。
市
は
「
受

益
者
負
担
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
施
設
利
用
や
証

明
書
発
行
な
ど
特
定
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
公
費
負
担
の
公
平
性
、

公
正
性
を
考
慮
し
て
大
規
模
な
使
用

料
、
手
数
料
の
見
直
し
を
行
な
う
こ

と
を
決
定
。
併
せ
て
、
人
件
費
の
カ

ッ
ト
を
実
施
。
市
議
会
議
員
も
十
二

月
議
会
に
議
員
発
議
案
で
報
酬
減
を

可
決
。 

○
給
料
月
額 

二
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
プ
ラ
ス
期

末
手
当
の
算
定
基
礎
額
に
か
か
わ
る

加
算
割
合
を
二
分
の
一
引
き
下
げ 

○
職
員
一
人
当
た
り
の
年
間
引
き
下

げ
額 

 

常
勤
一
般
職 

マ
イ
ナ
ス
十
四
万
二

千
円
か
ら
マ
イ
ナ
ス
三
十
九
万
七
千

円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
勤
特
別
職 

マ
イ
ナ
ス
四
十
六
万

五
千
円
か
ら
マ
イ
ナ
ス
六
十
五
万
円 

○
市
議
会
議
員 

報
酬
月
額
四
十
五
万
円
か
ら
四
十
四

万
円 

期
末
手
当 

百
分
の
二
十
か
ら
百
分

の
十 

マ
イ
ナ
ス
二
十
万
円 

       

◆
十
二
月
議
会
の
主
な
争
点
◆ 

 

○
議
案 

第
五
号 
 

市
民
農
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
浅
間
前
・
高
野
山
） 

常
任
委
員
会
は
否
決
→
本
会
議
可
決 

○
議
案 

第
六
号 

ふ
れ
あ
い
工
房
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
改
正 

 
 
 

常
任
委
員
会
は
否
決
→
本
会
議
可
決 

○
議
案 

第
十
号 

財
産
の
取
得 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
任
委
員
会
は
否
決
→
本
会
議
可
決 

新
規
就
農
支
援
施
設
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
る
養
豚
場
予
定
地
を
市
が
取

得
し
建
設
阻
止
を
す
る
こ
と
の
是
非

／
新
規
就
農
支
援
施
設
と
し
て
適
地

か
否
か
／
買
い
取
り
価
格
／
後
付
け

計
画
の
是
非 

○
補
正
予
算 

・
生
活
保
護
費
の
増
大 

・
予
防
接
種
事
業 

 
 

・
人
事
院
勧
告
が
ら
み
の
人
件
費
減 

○
共
通
テ
ー
マ 

・
平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
動
向 

・
受
益
者
負
担
の
見
直
し 

・
事
業
仕
分
け
の
結
果 

 

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
今
後
→
我

孫
子
駅
の
改
造
と
新
木
駅
の
整
備 

○
市
議
会 

任
期
四
年
の
中
間
点 

正
副
議
長
の
選
任
／
所
管
す
る
常
任

委
員
会
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
印
南 

宏
は
環
境
生
活
常
任
委
員

会
・
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
に

就
任
。 

※
請
願 
地
方
自
治
法
百
二
十
四
条 

「
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求

め
る
意
見
書
」
を
可
決
！ 

印
南 

宏
が
紹
介
議
員
と
な
る
。 

 

    

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！ 

受
益
者
負
担
の
見
直
し
に
つ
い
て 

 

議
案
、
第
六
号
ふ
れ
あ
い
工
房
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
は

「
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
全
庁
的
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
行
な
っ

た
結
果
、
ふ
れ
あ
い
工
房
の
利
用
に

関
し
て
も
、
利
用
す
る
人
と
し
な
い

人
と
の
公
費(

税)

負
担
の
公
平
性
・

公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
に
使
用
料

の
徴
収
を
新
た
に
行
な
う
た
め
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
所
管
の
環
境
生
活
常

任
委
員
会
で
使
用
料
徴
収
に
関
す
る

議
案
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
受
益
者
負
担
の
見
直
し
で

全
体
的
な
課
題
と
し
て
、 

 ①
利
用
料
の
値
上
げ
額
が
二
倍
か
ら

三
倍
と
大
き
過
ぎ
る
こ
と
。 

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
総

数
は
六
百
六
十
四
件
と
過
去
最
高

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
が
利
用
料

の
額
な
ど
の
検
討
に
一
切
の
市
民

参
加
も
な
く
市
民
不
在
で
見
直
し

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
。 

③
値
上
げ
の
根
拠
・
コ
ス
ト
計
算
の

妥
当
性
な
ど
市
民
向
け
に
情
報
開

示
・
情
報
提
供
が
少
な
く
、
丁
寧

な
説
明
機
会
も
不
足
し
て
い
る
こ

と
。 

④
値
上
げ
に
よ
る
歳
入
の
増
が
平
成

二
十
二
年
度
見
込
み
で
約
二
千
万

円
と
少
な
く
、
そ
れ
以
上
、
市
民

活
動
を
後
退
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
。 
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全
体
的
に
執
行
部
の
市
民
か
ら
の

声
を
聞
く
姿
勢
に
欠
落
が
あ
り
、
機

械
的
な
受
益
者
負
担
の
適
用
や
値
上

げ
額
に
つ
い
て
も
現
場
を
無
視
し
た

見
直
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
工
房
の
場
合
は
施
設
の

目
的
が
市
民
の
力
を
借
り
て
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
施
設
で

あ
る
こ
と
や
高
齢
者
の
交
流
及
び
社

会
参
加
へ
の
機
会
拡
大
の
場
で
あ
る

こ
と
、
管
理
運
営
上
の
課
題
と
し
て

作
業
に
よ
っ
て
有
料
・
無
料
の
区
分

け
の
難
し
さ
、
四
時
間
ま
で
と
四
時

間
以
上
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
工
房
を

運
営
す
る
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
方
々
に
意
見
も
聞
い
て
い

な
い
な
ど
、
有
料
化
を
提
案
す
る
前

に
現
場
の
声
を
も
っ
と
よ
く
聞
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い

工
房
の
有
料
化
に
よ
る
平
成
二
十
二

年
度
、
年
間
収
入
見
込
み
の
総
額
は

四
十
八
万
円
、
ふ
れ
あ
い
工
房
の
認

知
度
を
上
げ
、
利
用
率
を
向
上
さ
せ
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
工
房

に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
喫
緊

の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 手
賀
沼
浄
化
と
リ
ン
資
源
回
収 

 

現
在
、
農
業
で
必
要
な
窒
素
や
リ

ン
、
カ
リ
の
三
要
素
、
そ
の
中
で
化

学
肥
料
の
原
料
に
な
る
「
リ
ン
鉱
石
」

が
世
界
的
に
品
薄
に
な
り
、
価
格
が

急
騰
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
リ
ン
資
源
（
国

内
に
リ
ン
鉱
石
な
し
）
が
石
油
資
源

よ
り
早
く
枯
渇
（
ア
メ
リ
カ
で
は
後

四
十
年
位
で
）
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
特
定
国
に
偏
在
す
る
資
源
が
ま

さ
に
戦
略
資
源
化
し
高
関
税
で
日
本

に
輸
入
が
困
難
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
為
、
昨
年
十
二
月
リ
ン
回
収

の
た
め
の
「
リ
ン
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
協
議
会
」
が
国
内
で
発
足
し
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。 

印
南
は
十
二
月
議
会
、
環
境
生
活

常
任
委
員
会
で
、
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
手
賀
沼
の
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を

使
っ
て
リ
ン
の
採
取
に
再
び
取
り
組

み
、
我
孫
子
ら
し
い
「
二
十
一
世
紀

日
本
版
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
」
の
一
つ
と
し
て
、
手
賀
沼

の
水
質
浄
化
と
リ
ン
資
源
回
収
の
一

石
二
鳥
の
方
策
の
推
進
と
、
千
葉
県

や
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
等
と

と
も
に
他
の
方
法
を
含
め
て
鋭
意
・

研
究
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。 

 
お
答
え
し
ま
す
！ 

 
〈
事
業
仕
分
け
っ
て
何
？
〉 

 

質
問
：
政
府
の
行
政
刷
新
会
議
が
進

め
て
い
る
「事
業
仕
分
け
」
と
は
？ 

宏 

：
国
が
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
市
民
な
ど
外
部
の

視
点
も
取
り
入
れ
て
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
が
「
本
当
に
必
要
か
」「
誰
が
担
う

べ
き
か
」「
や
り
方
は
変
え
ら
れ
な
い

か
」
と
い
っ
た
観
点
で
、
業
務
の
あ

り
方
を
根
本
か
ら
見
直
す
行
政
改
革

手
法
の
一
つ
で
す
。 

質
問
：
我
孫
子
市
も
事
業
仕
分
け
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

宏 

：
も
ち
ろ
ん
我
孫
子
市
は
平
成

二
十
年
度
か
ら
事
業
仕
分
け
を
独
自

に
始
め
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
の
事

業
仕
分
け
は
市
民
九
人
で
構
成
す
る

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
と
行
政

職
員
六
人
が
仕
分
け
人
と
な
り
、
平

成
二
十
年
度
で
は
健
康
福
祉
部
四
十

四
事
業
、
生
涯
学
習
部
六
十
事
業
、

平
成
二
十
一
年
度
で
は
総
務
部
や
企

画
財
政
部
な
ど
の
四
十
二
事
業
の
仕

分
け
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
県

内
の
自
治
体
で
は
、
館
山
市
、
千
葉

市
な
ど
が
事
業
仕
分
け
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

質
問
：
事
業
仕
分
け
の
結
果
は
！ 

宏 

：
仕
分
け
結
果
を
踏
ま
え
、
ま

ず
担
当
課
が
対
応
方
針
を
検
討
し
た

後
、
こ
れ
に
基
づ
き
市
の
方
針
を
決

定
し
、
予
算
に
反
映
で
き
る
も
の
は

反
映
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
実
施

し
た
仕
分
け
は
次
の
通
り
で
す
。 

                             

〈
ど
う
な
る
小
中
学
校
の 

耐
震
化
工
事
〉 

 

全
国
の
自
治
体
が
来
年
度
中
に
着

工
予
定
だ
っ
た
公
立
小
中
学
校
な
ど

の
五
千
棟
の
耐
震
化
工
事
予
算
が
削

減
さ
れ
、
対
象
が
約
二
千
二
百
棟
に

な
っ
た
こ
と
が
先
月
末
、
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
学
校
の
耐
震
化
は
国

が
最
大
三
分
の
二
を
補
助
し
て
き
ま

し
た
が
、
鳩
山
政
権
が
掲
げ
た
「
高

校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
」
で
約
三

千
九
百
億
円
の
予
算
が
必
要
と
な
り
、

耐
震
化
工
事
が
そ
の
し
わ
寄
せ
を
受

け
る
形
に
な
り
ま
し
た
。 

我
孫
子
市
で
は
平
成
二
十
二
年
度

は
並
木
小
学
校
、
第
四
小
学
校
、
久

寺
家
中
学
校
の
三
校
の
耐
震
化
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で

は
国
、
千
葉
県
か
ら
予
算
上
の
計
画

変
更
等
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
約
三
億
円
と
多
額
の
工

事
費
が
必
要
と
な
る
耐
震
化
事
業
で

も
あ
り
、
い
つ
何
時
、
予
算
の
縮
減

が
千
葉
県
か
ら
通
知
さ
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

の
補
助
が
な
け
れ
ば
市
単
独
で
工
事

の
着
工
は
難
し
く
、
緊
急
性
の
高
い

事
業
で
も
あ
る
の
で
、
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 



                             

平
成
二
十
二
年
成
人
式
が
一
月
十

一
日
け
や
き
プ
ラ
ザ
・
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
今
年
、
我
孫
子

市
で
成
人
を
迎
え
る
対
象
者
は
千
百

三
十
二
人
で
、
昨
年
よ
り
約
六
十
人

程
度
少
な
く
な
っ
た
。
我
孫
子
市
は
、

会
場
の
関
係
で
午
前
・
午
後
と
二
回

に
分
け
て
開
催
さ
れ
る
。
出
身
の
中

学
校
単
位
で
午
前
と
午
後
に
別
れ
る

た
め
、
布
佐
中
の
卒
業
生
は
我
孫
子

中
の
卒
業
生
と
一
緒
に
成
人
式
を
祝

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
例

え
ば
、
並
木
小
の
卒
業
生
は
進
学
先

の
中
学
校
の
違
い
で
午
前
と
午
後
に

分
か
れ
て
成
人
式
を
迎
え
る
。
対
象

者
が
全
員
一
緒
に
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
る
市
民
会
館
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
て
い
る
。
成
人
式
で
毎
年
思
う
こ

と
に
、
先
生
と
生
徒
の
関
係
が
あ
る
。

先
生
と
い
う
職
業
は
聖
職
で
あ
る
と

思
う
。
昨
今
の
教
育
・
家
庭
環
境
等

を
考
慮
す
る
と
教
師
と
い
う
職
業
が

厳
し
い
こ
と
は
百
も
承
知
だ
が
、
思

い
出
深
い
教
え
子
達
が
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
は
き
っ
と
感
無
量
の
至
福

時
に
違
い
な
い
。
会
場
内
に
成
人
式

を
迎
え
た
教
え
子
た
ち
に
贈
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。 

◆
「
成
人
式
お
め
で
と
う
。
ど
こ
で
学

ん
で
い
て
も
、
ど
こ
で
働
い
て
い
て
も
、

大
切
な
こ
と
は
そ
こ
で
何
を
成
し
遂

げ
る
か
で
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
何
か

を
や
り
続
け
て
い
れ
ば
、
き
っ
と
何
か

が
変
わ
り
ま
す
。
夢
は
逃
げ
な
い
。
少

な
く
と
も
自
分
か
ら
逃
げ
出
し
て
は

い
け
な
い
。
将
来
を
築
く
君
た
ち
に
、

今
を
大
切
に
し
て
生
き
て
ほ
し
い
。
」 

◆
「
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
う

に
強
く
、
菜
の
花
の
よ
う
に
や
さ
し
く

生
き
て
い
ま
す
か
。
そ
し
て
出
逢
っ
た

頃
の
よ
う
に
、
す
て
き
に
輝
い
て
い
ま

す
か
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
磨
き
を
し

て
自
分
ら
し
く
輝
き
続
け
て
下
さ

い
。
」
心
に
残
っ
た
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
。 

◆
十
二
月
市
議
会
の
補
正
予
算
に
、

約
一
億
四
千
万
の
生
活
保
護
費
が
計

上
さ
れ
て
い
た
。
生
活
保
護
受
給
対

象
者
が
当
初
の
見
込
み
を
大
き
く
上

回
っ
た
た
め
急
遽
追
加
補
正
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
憲
法
二
十
五
条
、
生
存

権
の
理
念
に
基
づ
き
日
本
は
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
保
障
す
る
生
活
保

護
法
が
存
在
す
る
。
費
用
は
国
が
四

分
の
三
、
地
方
自
治
体
が
四
分
の
一

を
負
担
し
て
い
る
。
保
護
世
帯
が
急

増
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
、
我
孫
子

市
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
す
る
要
因

に
な
っ
て
く
る
。
一
昨
年
の
秋
以
降
、

景
気
悪
化
に
伴
う
失
業
者
の
増
加
は

市
税
収
入
の
減
だ
け
で
な
く
、
生
活

保
護
費
と
い
う
分
野
で
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
景
気

の
悪
化
と
自
殺
増
が
比
例
す
る
数
少

な
い
国
が
我
が
日
本
で
あ
る
。
自
殺

者
は
十
二
年
連
続
で
三
万
人
を
突
破

す
る
見
通
し
で
あ
る
。
何
と
、
悲
し

い
こ
と
か
。
政
府
の
「
自
殺
対
策
緊

急
戦
略
チ
ー
ム
」
は
昨
年
、
十
一
月

末
に
「
自
殺
対
策
百
日
プ
ラ
ン
」
を

立
ち
上
げ
自
殺
防
止
対
策
に
乗
り
出

し
た
。
世
界
に
冠
た
る
経
済
大
国
で

あ
り
な
が
ら
日
本
は
何
故
、
こ
ん
な

に
自
殺
者
が
多
く
、
し
か
も
経
済
的

な
疲
弊
が
そ
の
ま
ま
自
殺
の
急
増
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
あ
る
識
者
の

答
え
は
、「
恥
の
文
化
」
が
浸
透
し
て

い
る
日
本
人
は
仕
事
や
学
業
で
の
失

敗
、
失
業
や
借
金
な
ど
の
貧
窮
を
恥

と
考
え
、
自
分
を
追
い
詰
め
る
傾
向

が
強
い
。
社
会
全
体
が
失
敗
に
対
し

て
不
寛
容
で
あ
る
。
仏
教
や
神
道
が

自
殺
を
悪
と
明
確
に
禁
じ
て
い
な
い
。

と
分
析
を
し
て
い
た
。
今
の
日
本
は

国
民
か
ら
安
心
や
希
望
、
人
と
人
と

の
あ
た
た
か
な
つ
な
が
り
を
持
つ
と

い
う
社
会
構
造
を
奪
っ
て
い
る
国
で

あ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
大
変
貧
弱
で
あ
る
。

正
確
に
言
え
ば
、
自
殺
者
増
大
の
、

す
べ
て
の
元
凶
は
「
政
治
の
責
任
」

に
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。 

◆
お
正
月
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
小
さ
い
頃
、

「
も
う
い
く
つ
寝
る
と
お
正
月
、
お

正
月
に
は
凧
上
げ
て
」
の
歌
詞
に
あ

る
よ
う
に
指
折
り
数
え
て
待
っ
た
お

正
月
。
し
か
し
、
こ
の
頃
、
お
正
月

が
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
大
人
に

な
っ
た
か
ら
、
そ
れ
と
も
景
気
が
悪

い
か
ら
、
否
、
お
正
月
特
有
の
文
化

が
私
の
身
の
回
り
に
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
昔
の
よ
う
に
お
正
月
に
は

近
所
の
人
が
年
始
の
挨
拶
に
行
き
来

し
、
一
緒
に
御
馳
走
を
食
べ
、
子
ど

も
た
ち
に
お
年
玉
を
与
え
る
な
ど
し

て
親
戚
や
地
域
、
ご
近
所
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
き
た
。
こ
の
慣
習

が
確
実
に
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
昔

の
よ
う
に
お
正
月
な
ら
で
は
の
遊
び

や
行
事
を
受
け
継
ぎ
、
ご
近
所
で
「
助

け
合
い
、
お
互
い
さ
ま
の
精
神
」
を

取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
今
の
日
本

に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宏 
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ーパーティーです。どうぞ、みなさま奮ってのご参加をお待ちして
おります。 
 
◆日 時：平成２２年１月３０日(土) 

午後６時～７時３０分位 
◆場 所：布佐南近隣センター会議室 
◆その他：事前予約等不要・参加費無料です。 

(どうぞお気軽にご参加ください!!) 
◆♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯◆ 

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 
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